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198i年の茅コンファレンスでのスナップ (毎日新聞社提供。1981年 8月 27日 夕刊)

ンとこないであろう (筆者自身も10歳だった)。

私が大学に入る頃は,学園紛争という (こ れも若

い方々にとって昔日の)別の嵐が吹いていた。私

の大学の学部の恩師,小口武彦先生 (当時東工大

教授,現在長岡技術科学大教授)が,東大理学部

の物理学科におられた頃に遡ると,昭和21年,ま

だ戦争の色が濃く残っている時代である。小日先

生は,茅研究室で,パーマロイ (ニ ッケルと鉄の

合金)と いう磁性体の研究をされていた。茅先生

はいち早く,ll■峨根遼吉先生 (長岡半太郎先生の

御令息)ら と共に学術体市1刷新のための計画を興

されたり,文部省科学教育局長として我国の研究

教育体市1の再興に尽くされ,さ らに戦後の経済の

立て直しを目指した経済安定本部という機関のお

仕事でご多忙乍らも,Becker llnd DOring:

Ferromagrletismusと いう本のゼミは欠かさずに

見て下さった由である。実験の指導は,近角聡信

先生 (その後物性研を経て現在慶応大教授)がさ

れていた。時あたかも,東京帝国大学が東京大学

と名が変わる頃である。このように,私などでも

ある意味では茅先生の孫弟子といってもおかしく

はない,ということにこの文を草するにあたり初

めて気づいて,人の流れの歴史の深さに,襟を正

される思いがした。

茅先生については,多 くのことが言い尽くされ

ており,学内広報にも理学部によるオビチュアリ

ーが載せられている。その巨人ぶりを詳しく紹介

した,半澤朔一郎著「巨木 茅 さん」という本も

上梓されている。一つ,我々物理の学徒にとって

剛‖染み深いのは,「茅コンファレンス」というユ

ニークな研究会が毎夏 (1963よ り)開かれていた

ことであろう。これは,丁度アメリカのゴ
.―
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・ コンファレンスのように,イ ンフォーマルな家

族ぐるみで参加する会議で,堅苦しい会議録など

出さないかわりに,老若男女まじえた非専門家が ,

専門家の講演に対し科学者の好奇心の赴くままに

質問を遠慮なく浴びせるという,茅先生のイズム

が遺憾なく発揮された会議で,茅先生ご自身も本

年を除いては必ず出席されておられた由である。

近年のテーマは,層伏物質や高温超伝導等であっ

た。

また,茅先生は敬虔なクリスチャンであられた

が,親 しいお弟子さんでもそのことを先生の晩年

まで存じなかったり,葬儀のときに初めて知った

方すらあるということで,先生の播かれた芥子種

の結実の大きさを思うにつけ先生のお人柄を偲ば

せるエピソードとして感銘深い。先生のご冥福を

心からお祈りしたい。
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